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2015��年、ワッターズ⽒は電卓を「教室に導⼊される教育テクノロジーの中で
おそらく最も物議を醸すものの��1��つ」であると⾔及しました��(Watters��2015)。��
2022��年末には、教室で最も物議を醸しているテクノロジーである��ChatGPT��の新
たな候補が登場しました。��ChatGPT��は、多くの⽣成⼈⼯知能��(AI)��ツールの��1��つ
であり、チャットボットのように機能して、ユーザーが指定したプロンプトに対す
るテキスト応答を⽣成します。電卓と同様に、ChatGPT��の登場により、教育現場で
すぐに論争が巻き起こりました。最近の記事には、「ChatGPT:��でたらめの噴出
か、⾼等教育における伝統的な評価の終焉?」などのタイトルが付けられていま
す。��(Rudolph,��Tan,��and��Tan��2023)、��「Chat-GPT:��オンライン試験の整合
性の終焉?」��(Susnjak��2022)、��「おしゃべりと不正⾏為:��の時代における学術
的誠実性の確保」

⽣成的な警告の物語に焦点を当てるのではなく、

20��世紀半ばの電卓の導⼊は数学教育に⼤きな影響を与えました��(Ellington��
2003;��Watters��2015)。このテクノロジーに対する最初の反応はまちまちで、⼀部
の教育者や数学者は、基本的な算術演算を実⾏し、数学的概念を理解する⽣徒の
能⼒に対する電卓の潜在的な悪影響について懸念を表明しました��(Savage��
1986;��Ellington��2003�;��Watters��2015�)�。しかし、他の⼈たちは、電卓を学⽣の数
学への理解を⾼め、より複雑な問題を解決できるようにする貴重なツールであると
考えていました��(Savage��1986;��Watters��2015)。数学教育における電卓の使⽤を
めぐる論争にもかかわらず、この技術は世界中の教室で普及しており、現在ではあ
らゆるレベルの数学学習の⽣徒にとって不可⽋なツールとみなされています��
(Ellington��2003)�。

ChatGPT��に対する教育コミュニティの最初の反応は、主に慎重なものでし
た。⼀部の教育者や⼤学は、学術現場での使⽤を軽減する措置を講じています。
主な懸念の��1��つは、学⽣が��ChatGPT��を使⽤して⾃分のものではない作品を盗
⽤したり⽣成したりする可能性であり、学術的誠実性への懸念につながります��
(Rudolph,��Tan,��and��Tan��2023;��Susnjak��2022;��Zhai��2022�;��Cotton�,��Cotton�,
およびシップウェイ2023)。これらの懸念に対処するために、教育者は、ChatGPT��
の使⽤を検出するツールの使⽤や、代替の評価計画の導⼊など、さまざまな戦術
を実⾏しています��(Susnjak��2022;��Cotton,��Cotton,��and��Shipway��2023;��
Rudolph,��Tan,��and��Tan��2023�)�。教育現場における��ChatGPT��に関するもう��1��
つの懸念は、その使⽤によって⽣徒が⾃主的に考えることができなくなったり、AI��
が⽣成したテキストが間違っているかどうかを検出できなくなったりすることで
す��(Baron��2023)�。⼈⼯知能ツールとして、ソース素材に存在するバイアスが��
ChatGPT��によって⽣成された応答に伝播する可能性など、ChatGPT��によって⽣
成された素材に適⽤される広範な倫理的懸念もあります��(Dwivedi��et��al.��2023)�。
他の多くの研究者が、教育における��ChatGPT��の潜在的なマイナスの影響につい
て議論しています��(Baron��2023;��Cotton,��Cotton,��and��Shipway��2023;��
Dwivedi��et��al.��2023;��Gilbard��2023;��Hirsh-Pasek��and��Blinkoff��2023;��
Rudolph,��Tan,��and��Tan��2023;��Weissman��2023�);したがって、それはこの記事
の焦点ではありません。

迅速なコミュニケーション

AI��ツールとして、この記事では��ChatGPT��の可能性に焦点を当てます。

ChatGPT」（Cotton,��Cotton,��and��Shipway��2023）、および「ChatGPT��ユー
ザー��エクスペリエンス:��教育への影響」（Zhai��2022）。メッセージは明らかです。
教育者は��ChatGPT��に注意する必要がありますが、どのようなことに注意すべき
でしょうか?

これは、クリエイティブ��コモンズ表⽰ライセンス(http://creativecommons.org/licenses/by/4.0/)の条件に基づいて配布されるオープンアクセス記事です。オリジナル作品が適切に引⽤されている限り、あらゆる媒体
での無制限の使⽤、配布、複製が許可されます。この記事の公開条件では、著者による、または著者の同意を得て、受理された原稿をリポジトリに投稿することが許可されています。

ChatGPT��は、最近登場した多くの⽣成⼈⼯知能��(AI)��ツールの��1��つであり、盗作に使⽤されたり、⽣徒の⾃主的に考える能
⼒を損なう可能性があるとの懸念から、教育コミュニティで物議を醸しています。最近の出版物では、教室での��ChatGPT��や
その他の⽣成型��AI��ツールの使⽤が批判されており、潜在的な利点にはほとんど焦点が当てられていません。この記事では、
統計とデータ��サイエンスの教育ツールとしての��ChatGPT��の可能性に焦点を当てます。この本は、読者に、電卓などの新し
いテクノロジーを教室に導⼊することをめぐる不安の歴史を考えるよう促します。私たちは、ChatGPT��の機能を統計および
データ��サイエンス教育に活⽤する可能性を検討し、ChatGPT��がコース教材の開発にどのように役⽴つかの例や、教育者が
⽣徒に責任を持って��ChatGPT��と対話するように促す⽅法についての提案を提供します。教育者として、私たちは統計やデ
ータ��サイエンスの教室で⽣成��AI��ツールの使⽤を指導し、学⽣や教育者がこのテクノロジーの利点を活⽤できるようにする
ことができます。
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統計とデータサイエンスの教育ツール。読者には、電卓、WolframAlpha、
Wikipedia��などの新しいテクノロジーの出現をめぐる教育者の不安の歴
史を考慮することをお勧めします。これらはすべて、最初に導⼊されたと
きは懸念を引き起こしましたが、現在では学習ツールとして⼀般的に使
⽤されています��(Young��2009�;��Watters��2015;��D'Agostino��2022).⽣
成��AI��ツールは多くの点でこれらのテクノロジーとは異なりますが、学⽣と
教育者の両⽅が利⽤できるツール��セットに追加された物議を醸している
という共通点があります。この記事では、まず��Chat-GPT��とその使⽤⽅法
について説明し、次に統計およびデータ��サイエンスのコースで��ChatGPT��
を活⽤するための提案と例を⽰します。

どちらも、統計の学習者にとって難しい概念です。

ChatGPT��にはテキスト出⼒を⽣成する幅広い機能があり、教育者は��
ChatGPT��が⾮常に⼈間らしい出⼒を⽣成できることを認識する必要が
あります。��ChatGPT��の会話的な性質は、「⾼等教育における⼈⼯知能、
チャットボット、および盗作に関する会話」でモデル化されています。

表��1と2に⽰されている各例は、��ChatGPT��に同じ概念の説明を求め
ていますが、⽣成される応答の⻑さ、スタイル、説明のアプローチは異なり
ます。��ChatGPT��は書籍、記事、Web��サイトなどの既存のテキスト��デー
タの⼤規模なコーパスでトレーニングされるため、これらのソースに書か
れた不正確さが��ChatGPT��の応答に渡される可能性があります。たとえ
ば、

ChatGPT��(「GPT」は「Generative��Pre-trained��Transformer」
の略)��は、2022��年��11��⽉に��OpenAI��によって導⼊された⼤規模⾔語モデ
ル⽣成��AI��ツールです。チャットボットのように機能し、ユーザーが提供し
たプロンプトに対するテキスト応答を⽣成します。

次に、ChatGPT��の潜在的な利点と、教育者がどのように��ChatGPT��を
教室に組み込んで、⽣徒が責任を持って使⽤できるように訓練できるか
について読者に考えてもらいます。

(King��と��ChatGPT��2023)。また、複雑な数学的問題を解決し、証明を書く
能⼒など、ChatGPT��の数学的能⼒を調査した研究者もいます��(Frieder��
et��al.��2023)。

ユーザーは、単純なテキストの応答を要求することも、プログラミング��コ
ード、ソネット、エッセイ全体、数学の定理などの複雑な応答を要求する
こともできます。⽣成��AI��の状況は急速に変化しており、新しいツールが
定期的に利⽤可能になります。

ChatGPT��は広く普及しているため、この記事の焦点は��ChatGPT��にあり
ますが、このペーパーの⼀般原則は他の⽣成��AI��ツールにも当てはまりま
す。

⽣成��AI��は、画像、⾳楽、テキストなどの新しいコンテンツを作成するよう
に設計された⼈⼯知能の⼀種です。これらのシステムは、深層学習技術を
使⽤して⼤規模なデータセット内のパターンと関係を分析し、斬新で創
造的な出⼒を⽣成できるようにします。近年⼤きな注⽬を集めている⽣
成��AI��の��1��つのタイプは、⼤規模⾔語モデルです。

統計の⼊⾨コンテンツに関する質問に答えるための��ChatGPT��の機
能を実証するために、信頼区間の定義を求める��3��つのプロンプトと、p��
値の定義を求める��3��つのプロンプトを提供しました。

信頼区間と��p��値に関するこれらのプロンプトに対する��ChatGPT��による
応答を、それぞれ表��1と表��2��に⽰します。各プロンプトの表現は、
ChatGPT��が同様のプロンプトに対して⽣成できるさまざまな応答を⽰
すためにわずかに異なります。同じプロンプトを繰り返し⼊⼒すると、異
なるテキストが⽣成される可能性があります。表��1と2に⽰されている応
答は、問い合わせ時に��ChatGPT��によって⽣成された最初の応答です。

これらのモデルは、膨⼤な量のテキストデータでトレーニングされ、特に
⼈間の⾔語を処理して理解するように設計されています��(Wolfram��
2023)。

2.��ジェネレーティブ��AI��と��ChatGPT��とは何ですか?

3.��ChatGPTの機能
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ChatGPT応答

このように考えてください。特定の都市の⼈ の々平均⾝⻑を知りたいと想像してください。市内全員の⾝⻑を測定することはできないため、代わりに、サンプルと
なる少数の⼈ の々⾝⻑を測定します。そのサンプルから、都市全体の平均⾼さを含む可能性が⾼い値の範囲を計算します。その範囲が信頼区間となります。

信頼区間の定義を与える

信頼区間に関連付けられた信頼レベルは、⺟集団統計の真の値が区間内に含まれる可能性を表します。たとえば、信頼区間の信頼レベルが��95%��である場合、こ
のプロセスを何度も繰り返すと、計算した区間の��95%��に⺟集団統計の真の値が含まれることになります。

信頼区間は、未知の⺟集団パラメーターを推定するために使⽤されるデータのサンプルから計算された値の範囲です。

信頼区間の定義は何ですか
という宿題の質問に答えてください。

区間はサンプル平均と標準偏差や標準誤差などのばらつきの尺度から導出され、指定された信頼レベルが関連付けられた値の範囲として表されます。

信頼区間は、未知の⺟集団パラメーターを推定するために使⽤されるデータのサンプルから計算された値の範囲です。

たとえば、⺟集団の平均に対して��95%��信頼区間が計算された場合、⺟集団を繰り返しサンプリングして各サンプルの��95%��信頼区間を計算すると、それらの
区間の��95%��に真の値が含まれると期待されることを意味します。⼈⼝平均。

これは、指定された信頼レベルで真の⺟集団パラメータが含まれると考えられる値の間隔を提供します。信頼度は、標本データから計算された区間に真の⺟集
団パラメータが含まれる確率��(通常はパーセンテージ)��として表されます。信頼区間は、サンプルサイズとサンプル内のデータの変動性の両⽅を考慮し、⺟集団
パラメーターの推定に関連する不確実性の尺度を提供するのに役⽴ちます。

信頼区間の幅は、サンプルサイズ、データの変動性、および必要な信頼レベルによって決まります。
⼀般に、サンプルサイズが増加するか、信頼レベルが増加すると、区間の幅は減少します。

表��1.��ChatGPT��に提供されるプロンプトの例と、信頼区間の定義に関して⽣成された結果の応答。

⾮専⾨⽤語を使⽤して信頼区
間の定義を与える

プロンプト

信頼区間は、⺟集団のサンプルに基づいて、⺟集団に関する特定の統計が含まれる可能性がある値の範囲の推定値です。これは、私たちが持っているデータに
基づいて、⺟集団全体に対するその統計の真の値が何になるかを知識に基づいて推測するようなものです。
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4.��統計とデータ��サイエンスの教育に��ChatGPT��を活⽤する

教育者が統計とデータ��サイエンスの教育で��ChatGPT��の活⽤を検討できる⽅法
はいくつかあります。これらの⽅法の��1��つは、ChatGPT��を利⽤してコース��コンテ

ンツを⽣成することであり、これには、ChatGPT��に講義ノートの概要の作成を促す
など、教育者由来の資料の補⾜が含まれる可能性があります��(Roose��2023;��
Staake��2023�)�。また、練習問題や試験問題などの新しい資料も⽣成される可能性
があります��(Roose��2023;��Staake��2023)。たとえば、ChatGPT��に次のプロンプト
を提供すると、「⼤学レベルの統計⼊⾨クラスのサンプル��サイズと検出⼒に関す
る⾃由回答の試験問題を��3��つ書いてください」というプロンプトが⽣成されます。

場合によっては、ChatGPT��の応答が⾮常に遅くなり、「⾮常に⾼い需要が発⽣し
ています。」などのメッセージが表⽰されるため、まったく使⽤できない場合があ
ります。システムの拡張に取り組んでいますので、しばらくお待ちください。」��
ChatGPT��は、「時折、不正確な情報を⽣成する可能性がある」、「時折、有害な
指⽰や偏ったコンテンツを⽣成する可能性がある」、「2021��年以降の世界と出
来事についての知識が限られている」(OpenAI��2023)��として独⾃の制限を挙げて
います。��ChatGPTには共通点がありません

頻度主義的信頼区間のよくある誤解は、それを⺟集団パラメータの真の値に関す
る確率ステートメントとして扱い、⺟集団パラメータを固定の未知の値ではなく確
率変数として誤って扱うことです。��2��番⽬のプロンプトに対する��ChatGPT��の
応答の��1��⽂��(「信頼区間に関連付けられた信頼レベルは、⺟集団統計の真の値が
区間内に含まれる可能性を表します」)��は、この誤解を多少ほのめかしています��
(表��1�)�。ただし、次の⽂では正しい解釈が続きます。��p��値を定義するときによく
ある誤解は、p��値が研究結果が偶然に発⽣する確率を表しているというものです。
これは、ChatGPT��が��2��番⽬のプロンプトに応じて提供するステートメントです。こ
の定義は、帰無仮説が真であるという仮定の下で理解されれば真である可能性が
ありますが、ChatGPT��はこの修飾⼦を提供しません。��ChatGPT��で⽣成された
応答には不正確な部分がありますが、表��1と2の応答は、ChatGPT��がさまざまな⾔
語スタイル��(技術的および⾮技術的の両⽅)��を使⽤してこれらの統計概念を正常
に定義できることを⽰しています。

3.��仮説検定するにはサンプルサイズが⼩さすぎる場合の結果について説明しま
す。影響が存在する場合、これは影響を検出する能⼒にどのような影響を与え
るのか、また影響のリスクにどのような影響を与えるのか。

2.��仮説検定では、サンプルサイズ、有意⽔準、検定⼒の間にはどのような関係があ
りますか?この関係を説明する例を挙げ、仮説検定を⾏う際に��3��つの要素すべ
てを考慮することがなぜ重要であるかを説明してください。

トレーニング��データから学んだ以上に、知識やコンテキストを理解する能⼒を感
じます。したがって、トレーニング��データの範囲を超えてコンテキストを深く理解
する必要があるプロンプトに対して、常に正確または適切な応答を提供できると
は限りません。また、⼈間の教師ほど効果的に個 の々⽣徒に合わせた指導を⾏うこ
とができない場合もあります。他の��AI��モデルと同様に、その出⼒に対して慎重かつ
批判的になり、最終的な情報源としてではなくツールとして使⽤することが重要で
す。

1.��統計的検出⼒の概念と、それが仮説検定において重要である理由を説明しま
す。仮説検定の検出⼒に影響を与える要因は何ですか?また、これはサンプル��
サイズの選択にどのように影響しますか?

ChatGPT��は幅広い機能を備えていますが、⼀部の種類のタスクでは��ChatGPT��
が適切に実⾏できない場合があります。たとえば、ChatGPT��に参照の⽣成を依頼
すると、完全に捏造された参照リストが作成される可能性があります��(King��およ
び��chatGPT��2023)。��ChatGPT��は、画像などのテキスト以外のプロンプトにも
対応できません。

統計およびデータ��サイエンスの教育者が、ChatGPT��によって⽣成されたステート
メントには正確性と不正確性が含まれる可能性があることを認識するように⽣徒
に教えることが重要です。また、実りある教室での演習には、ChatGPT��の応答を
批判する⽅法を⽣徒に指導することが含まれる場合があります。

130 アー•エリスとE•スレイド

表��2.��ChatGPT��に提供されるプロンプトの例と、p��値の定義に関して⽣成された結果の応答。

p値の定義を与える

⾔い換えれば、p��値は帰無仮説に対する証拠の強さの尺度を提供し、帰無仮説を受け⼊れるか拒否するかを決定するのに役⽴ちます。

⾮専⾨⽤語を使⽤して��p��値
の定義を与える

p��値が⼩さい場合��(通常は��0.05��未満)、帰無仮説が真であれば観察された結果が偶然に発⽣する可能性は低いことを⽰唆し、対⽴仮説を⽀持して
帰無仮説を棄却します。⼀⽅、p��値が⼤きい��(0.05��より⼤きい)��場合は、観察された結果が帰無仮説と⼀致していることを⽰唆しており、帰無仮説を
棄却できません。

p��値は、研究結果が偶然に発⽣した可能性を⽰す数値です。これは、結果がどれほど驚くべきかを測る尺度のようなものです。統計検定を⾏うときは、
実際の結果を、グループ間に効果や差がなかった場合に予想される結果と⽐較します。��p��値が⼩さい��(0.05��未満)��場合は、結果が偶然に発⽣した
可能性は低く、実際の効果または差異がある可能性があることを意味します。��p��値が⼤きい��(0.05��より⼤きい)��場合は、結果が偶然に発⽣した可能
性があり、実際の効果や違いがない可能性があることを意味します。したがって、p��値は、研究仮説を受け⼊れるか拒否するかを決定するのに役⽴ち
ます。

ChatGPT��応答

p��値は、帰無仮説が真であると仮定した場合に、少なくとも観察された結果と同じくらい極端な結果が得られる確率の尺度です。

帰無仮説は、データのサンプルを使⽤してテストしたい、平均や割合などの⺟集団パラメーターに関するステートメントです。��p��値は、サンプルと帰
無仮説の間の差異を測定する観察された検定統計量を、帰無仮説の下での検定統計量の分布と⽐較することによって計算されます。

プロンプト

p値の簡単な定義を与える

p��値は、帰無仮説が真であるという仮定の下で、観察された結果と同じくらい極端な、またはそれよりも極端な結果が得られる確率を表す統計的尺度
です。
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感染数をポアソン変数としてモデル化することで、医療専⾨家はさまざまな感染シナ
リオの可能性を推定し、院内感染のリスクを軽減する対策を講じることができます。」
この応答では、要求された情報よりもはるかに多くの情報が提供されます。それでも、
教育者の⽬標が、ポアソン分布に関する例で使⽤する健康関連のカウント変数のアイ
デアを得ることであった場合、⽬標は達成されました。例として「感染数」を使⽤するこ
とを検討できます。前述したように、ChatGPT��の応答について批判的に検討し、必要に
応じて⼿動で修正することはプロセスの重要な部分です。たとえば、教育者は、
(ChatGPT��が⾔及しなかったように)��院内感染数が過度に分散している可能性がある
ことを認識し、ポアソン分布よりも負の⼆項分布を使⽤した⽅が適切にモデル化され
る可能性があります。

⾃由回答タスクの場合、これには学⽣に次のことを求める��3��つの部分からなる質問が
含まれます:��(a)��プロンプトに⾃分の⾔葉で答える、(b)��プロンプトを��ChatGPT��にフ
ィードして応答をコピーする、(c)��どのように分析するか彼らの応答は��ChatGPT��の応
答とは異なり、その違いが「正しい」かどうかをどのように評価できるかについても説
明します。統計プログラミングのクラスの例としては、学⽣に次のことを⾏うよう求める
ことが考えられます:��(a)��ChatGPT��に特定のタスクを実⾏するための��R��コードを作成
するように指⽰する、(b)��ChatGPT��で⽣成されたコードを��R��で実⾏する、(c)��評価する
コードが意図したとおりに動作したかどうかを説明し、それが動作したかどうかをど
のように判断したかを説明するか、あるいは、⽣成されたコードが何を⾏っているかを��
1��⾏ずつ説明します。学⽣に��ChatGPT��を批評するよう求める演習を組み込むことで、
講師は学⽣が��ChatGPT��によって⽣成された応答をナビゲートできるようになります。
このような演習を利⽤して、⽣徒が回答を共有する教室でのディスカッションを作成す
ることができ、講師は責任を持って��AI��ツールを使⽤して、⽣成された回答を批評する
⽅法について会話を促進できます。

タイプ��II��エラーを起こしていますか?サンプルサイズを増やすことで、これらの影響を軽
減するにはどうすればよいでしょうか?

統計およびデータ��サイエンスの教育者は、Chat-GPT��が統計プログラミングに
重点を置いたコースの教材の開発や、プログラミング��コースの学⽣の学習ツールとし
ても役⽴つと考えるかもしれません。たとえば、教育者は��Chat-GPT��に特定の問題に対
する疑似コードを作成するよう依頼でき、これを統計プログラミングの初⼼者を⽀援
するための教育例として使⽤できます。教育者はコードの抜粋を��ChatGPT��に提供し、
別の⾔語でコードを書くように依頼することもできます。たとえば、SAS��から��R��に、また
は��R��から��Python��に変換します。統計およびデータ��サイエンスの教育者は、ChatGPT��
を使⽤してコードをデバッグする⽅法を学⽣に指導したいと思うかもしれません。この
トピックは他の⼈によって取り上げられています��(Jain��2022;��Rollbar��Editor��Team��
2023�)�。注⽬すべきことに、コードの作成とデバッグを⽀援する他の��AI��ツールもいくつ
か存在します。

ChatGPT��の応答の中には他の応答よりも適切なものもあることに注意してください。
ChatGPT��から派⽣した教材が⽣徒の学習の評価⽬標を満たしているかどうかを批判
的に評価することなく、盲⽬的に使⽤することは容認されません。ただし、ChatGPT��応
答が教育者の⽬標を満たしていない場合でも、反復プロセスを使⽤して��ChatGPT��応
答を改良できます。たとえば、プロンプトは、より短いまたはより⻑いものを要求する
ように修正されたり、特定のスタイルで書かれたり、望ましくない応答の⼀部を省略し
て書かれたりする場合があります。

新しいツールが定期的に利⽤可能になるため、この分野は急速に進化しています��
(Phillips��2023)。

私たちの経験では、ChatGPT��は、必要に応じてユーザーが絞り込む特定のプロンプト
が提供された場合に良好なパフォーマンスを発揮します。⼀⽅、過度に具体的または
冗⻑な⼊⼒ではパフォーマンスが低下する可能性がある従来の検索エンジンとは対
照的です。

教育者は、ChatGPT��を使⽤して⾃分で質問に回答した場合に⽣徒が何を導き出
せるかを知るために、ChatGPT��で課題や試験の問題をテストしたい場合もあります。
教育者は、ChatGPT��が学⽣に統計概念の説明を求める⾃由回答の質問に対して、「⽋
損データのある研究を分析するために完全なケース分析を利⽤することの⽋点の��1��つ
を簡単に説明してください」など、驚くほど上⼿に短い回答を提供していることに気づく
かもしれません。前述したように、画像として提供される統計出⼒の解釈など、
ChatGPT��ではうまく実⾏できない��(または場合によっては実⾏できない)��タスクもあ
ります。

私たちは、教育者が教室での��AI��ツールの実装と統合に関して正当な懸念を抱いている
ことを認識しており、これらの問題に関する完全な議論は他の場所で⾒つけることが
できます��(Baron��2023;��Cotton,��Cotton,��and��Shipway��2023;��Gilbard��2023;��

Hirsh��-��Pasek��and��Blinkoff�)��2023;ルドルフ、タン、タン2023;ワイズマン2023)。��
AI��の教室での使⽤に関連する懸念に加えて、ChatGPT��の導⼊に伴って⽣じた法的お
よび倫理的な懸念もあります��(Karim��2023;��Woodie��2023;��Zhou��et��al.��2023)。こう
した懸念にもかかわらず、AI��ツールの⼈気は⾼まっています。��AI��ツールが進化し進
歩し続ける中、多くの⼤学が��AI��関連委員会を設置したり、既存の倫理委員会を活⽤し
て、学問の誠実さの問題に関する指針を提供しています��(Grove��2022;��Young��2023�)�。
読者には他のテクノロジーを検討することをお勧めします。

教育者は、ニーズに合わせて��ChatGPT��の応答を⼿動で修正したり、ChatGPT��を
活⽤して⼀般的なアイデアを⽣成し、それを教育者が開発した教材に使⽤したりする
こともできます。たとえば、ChatGPT��に「ポアソン分布に従う⽣物医学変数の例を教
えてください」というプロンプトを提供すると、次のものが⽣成されます。「ポアソン分
布は、カウント��データのモデル化に使⽤できる確率分布です。特定の時間または空間
におけるイベントの発⽣数。⽣物医学の⽂脈では、ポアソン分布に従うことができる変
数の例として、病院内の患者が感染した感染者数が挙げられます。感染数はポアソン
過程としてモデル化でき、平均感染率は感染の種類、患者数、医療の質などのさまざま
な要因に依存します。

特定の��Web��サイトやインターネット全体へのアクセスをブロックするプログラム
など、⽣徒が��ChatGPT��や他の⽣成��AI��ツールを使⽤していないことを確認しながら、
⽣徒の学習を評価するツールが存在します。しかし、私たちは、教育者が⽣徒が⽣成
型��AI��を活⽤して学習を直接強化する⽅法に対処するための代替アプローチを検討す
ることを⽰唆する他の多くの意⾒に同意します��(Roose��2023、Abramson��2023、
Duckworth��and��Ungar��2023�;��Staake��2023�)�。そうすることで、⽣徒が教室の外にい
る環境を模倣し、利⽤可能なツールを責任を持って使⽤する⽅法を学ぶことができま
す。

5.��反省
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電卓、Wolfram��Alpha、Wikipedia��など、最初は警戒されましたが、現
在では学習ツールとして⼀般的に使⽤されています。統計およびデー
タ��サイエンスの教育者として、私たちは教室への��AI��ツールの組み込
みを積極的に形成し、指導することができます。この記事では、統計と
データ��サイエンスの教育において��ChatGPT��を責任を持って活⽤す
るためのいくつかの⽅法を取り上げます。

最後に、この原稿の��2��つの段落は��ChatGPT��によって⽣成されたも
のであることを読者に考慮してもらいます。どちらか分かりますか？⼀
部の⼈にとって、この演習は、ChatGPT��が学術的誠実性にとっていか
に危険であるかを浮き彫りにするかもしれません。⼀⽅、この演習では、
ChatGPT��に特定のプロンプトを与え、⽣成された応答がユーザーの
⽬標を満たしているかどうかを批判的に考え、必要に応じてプロンプト
を修正することで、ChatGPT��を効果的に活⽤する⽅法を⽰します。��
(答えを探している⼈のために、ChatGPT��を使⽤して、次の��2��つのプロ
ンプトを使⽤して、「はじめに」セクションの最初の段落と「⽣成��AI��
と��ChatGPT��とは何ですか?」セクションの最初の段落を⽣成しまし
た。��(a)��「短い段落を書きます」��(b)��「学術⽂書のスタイルで、⽣成��
AI��と⼤規模⾔語モデルとは何かを素⼈に簡単に説明する」)。��Chat-
GPT��からの応答はフローに合わせて最⼩限に編集され、著者によって
参照が追加されました。
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